
地震動評価のみならず、津波・台風による外力評価、構造物の性能評価、避難シミュレーションなど、
防災に関する各種技術革新や諸問題に対し、多角的なアプローチをご提案します。
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大学、研究機関と実業界をブリッジするデザイン＆エンジニアリング企業

自然

構築物

社会・企業・コミュニティ
情報通信
意思決定支援
災害避難シミュレーション
人流計測行動分析
事業継続マネジメント支援
最適化計画

構造設計
免制震設計
橋梁・高架橋構造設計

地震発生メカニズム
地震動伝播解析
風環境評価
海洋・河川流況評価
洪水・津波シミュレーション



設計用入力地震動作成

土木・港湾・プラント

建築(免震/制振)・超高層工作物

地震に関する調査・研究

ダムや橋梁等の土木構造物、港湾・プラント施設の耐震照査に用いる入力地震動を作成します。
各分野の基準・指針に準拠した地震動の作成のほか、検討の目的に合わせた地震動評価を行います。

基準・指針例：大規模地震に対するダム耐震性能照査指針(案)・同解説、道路橋示方書、
港湾の施設の技術上の基準・同解説、高圧ガス設備等の設計に関する基準、等

三次元地盤構造を考慮した
長周期地震動シミュレーション 断層破壊シミュレーション

観測記録を再現する震源モデルの高度化

構造計画研究所では、設計用入力地震動の検討に関して20年以上にわたり多くの経験を蓄積し
てきました。豊富なノウハウをもとにお客様の目的に合わせた地震動を提供します。
地震環境の調査から地震動の作成、性能評価の質疑対応までをトータルサポートします。

大臣認定の取得が必要である免震建物や60m以上の
建築物および煙突・風車等の工作物の設計に用いる
地震波（サイト波、告示波、長周期地震動）を作成
します。

評定委員会への説明・質疑対応はもちろんのこと、
地震波ご提供後の設計変更等による修正にも柔軟に
対応します。

時刻

大地震の断層面

合成

大地震の
地震波

小断層からの
地震波

評価地点

解析には自社開発プログラムを用いることで、複雑な解析条件に対しても柔軟に
対応することが可能です。また、パッケージソフトの販売や受託プログラム開発
も行っています。

近年の地震観測網の発達により地震について多くのことが明らかになっており、地震動の予測
精度も日々発展を続けています。構造計画研究所では最先端の研究テーマについて、官民の研
究機関からの委託研究および国内外の学会発表を行っています。

建設地点における地震環境を評価
(建設地点に影響の大きい震源断層の絞り込み等)
任意の震源断層モデルから応答スペクトルを作成

応答スペクトルに適合する地震波形を作成

浅部地盤の増幅特性を考慮した地震波形を作成

国交省の基整促※に基づく長周期地震動を作成
※超高層建築物等における南海トラフ沿いの巨大地震による

長周期地震動への対策について (平成28年6月24日)

作成波や観測波等の波形データ処理

地震荷重設定

模擬地震波作成

地盤地震応答解析

長周期地震動作成

波形処理

震源からの距離(km)

震度7

震度4
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〇 観測値
予測式

解析プログラム開発・販売
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工学的基盤

地震環境調査 評価地点周辺の被害地震、断層モデルの情報収集・整理

地震動
評価手法

経験的手法：距離減衰式、翠川・小林手法

半経験的手法：統計的グリーン関数法、経験的グリーン関数法

理論的手法：波数積分法、三次元差分法

ハイブリッド合成法：半経験的手法＋理論的手法

長周期地震動評価：国交省の基整促に基づく方法

浅部地盤の
応答解析

等価線形解析：SHAKE、DYNEQ、FDEL

時刻歴非線形解析：修正ROモデル、HDモデル、石原・吉田の方法

液状化を考慮した解析：有効応力解析、簡易手法（低減率βを考慮）
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Effect

半経験的手法の概要

浅部地盤のモデル化地震環境調査

観測記録の統計分析・距離減衰式の構築
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